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埼玉県教育委員会では、教
職員向けの広報紙として、「県
教委だより」を発行しています。
この「県教委だより」では、県
教育委員会の施策や教育行政
の方針を伝えるとともに、教育
活動に有用な情報・資料の提
供、各教育現場の動向や成果、
課題などをご紹介しています。

http://www.pref.saitama.lg.jp/e2201/kennda.html
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今日の日本の教育においてさらに改善すべき点といえば、
何が思い当たるでしょうか。授業方法に関して言えば、「あま
りに生徒が受け身になってしまう」ということが言えると思いま
す。現在、県教育委員会では、生徒の学力向上を最重要課
題として位置付け、積極的に様々な施策を推進しております
が、あらゆる学校に共通する課題として、「生徒がもっと主体
的に参加する授業にするべきだ」ということがあります。
この課題に対して県教育委員会は、平成２２年度から、東
京大学 大学発教育支援コンソーシアム推進機構（CoREF）と
連携して、「協調学習」という学習方法による授業の在り方を
研究・実践してきました。２２、２３年度は「県立高校学力向上
基盤形成事業」、２４年度からは「未来を拓く『学び』推進事
業」として取り組んでいます。

取組の経緯 教職員向け広報紙「県教委だより」
第６７３号（平成２５年３月２１日発行）より
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あまりに生徒が受け身になっている

生徒がもっと主体的に参加する授業にするべき
生徒の主体的な学びを引き出す授業づくりが必要

すべての高校で授業改善に取り組むべき
授業改善のための教員ネットワークを構築すべき

知識構成型ジグソーを用いた協調学習の授業づくり
● 平成２２～２３年度 県立高校学力向上基盤形成事業
● 平成２４～２６年度 未来を拓く「学び」推進事業

課題（改善すべき点）
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事業の進め方
０ 指導主事等対象「協調学習」研修会の実施（５月）

１ 全体研修会の実施（６月）

２ 合同教科部会の実施（６月、１１月、１月）

３ 教科部会の実施（随時）・・・対面＋インターネット※

４ 各学校での授業実践（６月～７月、９月～１１月）
（授業公開・研究協議）

５ 事業報告会の実施（１月）

※ ● インターネットの活用
グループウェア＋電子メール

・掲示板
情報交換，意見交換

・キャビネット
教育財産の共有

・電子メール
直接的なやりとり
掲示板への投稿通知 5



事業の広がり 「協調学習」を核とした事業の実施

県立高校学力向上
基盤形成事業

未来を拓く「学び」
推進事業

平成２２～２３年度

平成２４～２６年度

２１世紀型スキル
育成研修会

高等学校初任者研修
授業力向上研修

平成２４～２６年度 平成２４年度～

事 業 名 実施年度 指定校数 研究推進委員数 教科部会数

県立高校学力向上
基盤形成事業

平成２２年度 １０ ２６ ６

平成２３年度 ３２ ６６ ８

未来を拓く「学び」
推進事業

平成２４年度 ５２ １２９ １４

平成２５年度 ７５ ２１１ １６

平成２６年度 ８８ ２７６ １７

※埼玉県の県立高校数：１３９校（平成２６年度現在） 6

授業者の主な感想
●教材作成は大変だが、生徒の学びをイメージすること
ができるようになり、１時間1時間の授業を以前より深く
考えるようになった。

●「知識構成型ジグソー法」という型があることで、教科
や年齢、学校の垣根を超えた授業研究が行われるよ
うになった。

●生徒の口から「脳に汗をかく授業だ」などの感想が漏
れるほど、生徒が授業に集中し、積極的に授業に参加
している。

●一斉学習では見ることのできない、生徒の一面を見
ることができる。

●生徒の変容が感じとれ、教育の醍醐味を味わうことが
できる。 7



取組の成果
●教師の意識改革
・ 生徒の学びを中心とした授業デザインを意識できるようになった。
・ 一人一人の生徒を深く理解できるようになった。
・ 教師同士がつながり、継続的な授業改善の基盤ができた。

●生徒の変容
・ 積極的に授業に参加するようになった。
・ 他者の考えを聞き、自分の考えを話せるようになった。

今後の取組
●事業
・ さらに広がりのある事業にしていきたい。

●授業
・ 質が高く深まりのある授業にしていきたい。
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埼玉県×CoREF 連携による授業作り

「人はどう主体的に学ぶか」について指針提案
「人はいかに学ぶか」についての校種や教科でぶれな
い指針

先生方が授業実践を通して、一人ひとり自分の言葉で
指針を語れるようになることが目標

指針を授業にする「型」を、実践例で共有
「知識構成型ジグソー法」

指針の要点を制約として作り込む

教員が実践して生徒の多様な学びが実感できる「型」

授業デザインのレパートリーのひとつ
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人は実は｢自分で考えて自分なりの答えを出す｣
方が自然で得意（赤ん坊の時からやっている）
⇒だから、当然、一人ひとりの学びは多様

違う人は同じ問いに｢違う答え｣を持っている

｢違う答え｣を共通の問いに答えを出す対話に持
ち込むと、

⇒相手が納得しないので、自分の考えを変える

⇒相手の答えのわかるところを取り込んで、答えの適用

範囲が広がる

人は、いかに主体的に学ぶか
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「型」が満たすべき条件
授業の「課題」について「自分はどう考えるか」を
確認する

「自分の考え」に「答え作りのヒントになる視点（部
品） 」を付け加える（部品資料を分かれて分担）

部品から考えられる「答えの候補」を持ち寄って、
考えながら対話する

対話を通して一人ひとりある程度答えができて
来たら、グループでまとめる

まとめた答えをクラス全体に発表する

一人ひとり、自分が最も納得できる答えを「自分
で作っていること」を確認する

１

２

３

４

５
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知識構成型ジグソー法

教室で対話を活用する授業の｢型」
具体的な実践例は http://coref.u-tokyo.ac.jp/をご参照下さい

部品をグループで担当、組替えて
部品が違う同士が｢考えながら話す」
部品数は可変

全員がなんとなく理解した状態
で｢違う｣表現交換、個人で納得の
いく表現を作る
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実践例

１
授業の「課題（問い）」につい
て「自分はどう考えるか」を
確認する

課題（問い）
●葉はなぜ緑色なのか

授業の始めに



２
「自分の考え」に「答え作りのヒントになる視点（部品） 」を
付け加える（部品資料を分かれて分担）

エキスパート活動

Ａ 色はどうして見えるのか

Ｂ 葉緑体の光吸収スペクトル

Ｃ エンゲルマンの実験

実践例

課題（問い）
●葉はなぜ緑色なのか

実践例



実践例

５
部品から考えられる「答え
の候補」を持ち寄って、考
えながら対話する

対話を通して一人ひとり
ある程度答えができて来
たら、グループでまとめる

ジグソー活動

実践例

課題（問い）
●葉はなぜ緑色なのか



実践例

クロストーク

実践例

４
まとめた答えをクラス全
体に発表する

課題（問い）
●葉はなぜ緑色なのか



実践例

５
一人ひとり、自分が最も
納得できる答えを「自分
で作っていること」を確認
する

授業の最後に

実践例

課題（問い）
●葉はなぜ緑色なのか

先生方一人ひとりが指針を語れるよ
うになるための支援
教育委員会（市町県）主催の研修
型に基づく模擬授業を体験

異なる模擬授業を受けた先生たち同士で体験を説明
し合い、「型」が保証しているものは何かを議論

既存の授業デザインをアレンジして実践、結果を持ち
寄って検討会

新しいデザインを作って授業を公開、協議会で検討

協調的に検討できる先生方のネットワークを作って
授業デザインと実践結果を検討
時に教科毎に、時に教科や校種、立場を超えて

時に対面で、多くはインターネットを活用して
13



「型」による授業成果の評価
授業前後で生徒が表現する「課題への答え」の変
遷によって、知識や理解の深まり、具体的には適用
範囲の広がりを評価
生徒全員、授業前より授業後で答えが深まったか
授業後の答えが授業者の期待にどれだけ近いか、越え
ているか ⇒ 次の授業展開へ

対話中の表現の変遷を調べて「21世紀型スキル」
と呼ばれる諸コンピテンスの活用度を評価
コンピテンスは人が本来持っている潜在的力
潜在的力が顕在化する度合い（パフォーマンス）は潜在
力の活用度に依存する ⇒ 顕在化するかどうかは、授
業デザイン、授業中に「考えながら話す」対話活動の支
援度による
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埼玉県立川越高校 水村先生
1年地歴 「ナポレオンは独裁者か；もし独裁者なら何時そうなったか」
エキスパート資料：A「皇帝になるまで」 B「戴冠式前後」 C｢皇帝としての統治」

一息で
話したことを
一セルに
記述

一列が一人の生徒 ジグソーグループ毎
（7ページ中第1ページ）

キーワード

キーワード
｢ナポレオン」
の全発話

生
徒
一
人
の
発
話

全グループ

15



クラス全員の発話推移が一覧できると｢評価｣が変
わる
｢この発話を評価したい」「ここまで話せるなら次は」

一人ひとりの学びを「前向き」に捉えて「次の展
開」を図るようになる
「ここまで話せるなら次はここまで行けるはず」

「分かっていたはずの正解の見直しが起きる」

「自ら次に学ぶべき課題は、自分で答えを作って
行けば、どの生徒にも自然に生まれて来る」ことが
確認できる

学びの変遷の「可視化」が持つ可能性
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今後のスケールアップ
教材の蓄積

研修方法の多様化

先生方のネットワークの育成
「横」「縦」「斜め」展開

小さなネットワークを温存しつつ、必要に応じて
それらを繋いでより大きなネットワークを可変に
作る「ネットワーク・オブ・ネットワークス」を実践
的に構成

評価の標準化と一般化

これからの課題
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